
問

公
務
制
度
改
革
や
行

財
政
改
革
、
市
町
村
合
併

な
ど
地
方
公
務
員
の
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
公
務
員
に
求
め
ら
れ

る
資
質
や
責
任
の
高
ま
り

な
ど
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
状
況
が
か
つ
て
よ
り
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

本
市
職
員
の
精
神
的
な

障
害
・
病
気
に
よ
る
休
暇

取
得
の
状
況
、
治
療
・
療

養
し
て
い
る
人
数
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
策
は
。

メ
ン
タ
ル
の
専
門
職
員

の
配
置
が
必
要
で
は
。

総
務
部
長

１
ヵ
月
以
上

の
療
養
職
員
は
３
年
間
19

人
か
ら

人
で
全
体
の
約

20

４
割
。
専
門
家
に
よ
る
研

修
、
情
報
共
有
に
努
め
て

い
る
。月

か
ら
ス
ト
レ
ス
チ

12
ェ
ッ
ク
が
義
務
付
け
に
な

る
の
で
、
そ
の
後
の
フ
ォ

ロ
ー
、
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。

保
健
師
の
配
置
、
「
心

の
健
康
相
談
窓
口
」
を
置

き
、
専
門
家
に
繋
い
で
い

る
。メ

ン
タ
ル
の
専
門
家
の

配
置
は
考
え
て
い
な
い
。
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関 徹
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

公
約
実
現
へ
、
質
問
準
備
中

で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
つ
つ
、
引

き
続
き
の
協
力
・
共
同
を
訴
え
ま
し

た
。

▽
同
日
、
「
発
達
障
が
い
を
み
ん
な
で

考
え
る
会
発
会
式
」
が
あ
る
と
聞
い
て

出
席
し
、
当
事
者
や
保
護
者
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
発
達
障
が
い
の
方
（
特

に
子
ど
も
）
へ
の
支
援
施
策
も
、
市
議

会
で
取
り
組
ん
で

き
た
テ
ー
マ
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
県

政
の
場
で
進
め
て

い
く
所
存
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
今
月
始
め
か
ら
一
般
質
問
の
準
備
。

県
庁
に
も
毎
週
一
泊
二
日
で
通
っ
て
い

ま
す
。
テ
ー
マ
と
な
る
住
民
要
求
に
つ

い
て
県
が
ど
ん
な
施
策
を
お
こ
な
っ
て

い
る
の
か
（
い
な
い
の
か
）
調
査
し
、

要
求
実
現
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
県

の
担
当
課
に
提
示
し
協
議
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
段
階
の
や
り
と
り
で
質
問
の

成
否
が
左
右
さ
れ
ま
す
。

日
の
議
会

22

開
会
日
に
向
け
て
、
今
週
が
大
詰
め
で

す
。

▽

日
、
庄
内
医
療
生
協
通
常
総
代
会

14
に
来
賓
と
し
て
招
か
れ
挨
拶
。
来
る
一

般
質
問
で
看
護
師
確
保
、医
療
・
介
護
、

平
和
の
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
る
予
定

５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
①
職
員
の
健
康
管
理
、

②
学
校
教
育
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。職

員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実
を

れ
て
い
る
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
職

員
の
研
修
状
況
、
相
談
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

問

消
防
職
員
は
災
害
現

場
に
立
つ
惨
事
ス
ト
レ
ス

と
、
一
刻
を
争
う
任
務
遂

行
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に

強
い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ

か
。

消
防
長

惨
事
ス
ト
レ
ス

が
危
惧
さ
れ
る
場
合
、
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
予

防
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活

用
、
産
業
医
の
個
別
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
体
制
が
あ

る
。日

常
的
に
は
、
毎
月
の

産
業
医
に
よ
る
個
人
面

談
、
毎
年
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
会
」
と
管
理
職

に
よ
る
個
人
面
談
を
行

い
、
早
期
異
変
の
「
気
づ

き
」
に
努
め
て
い
る
。

問

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と

一
体
的
な
関
係
に
あ
る
パ

ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
の
相

談
窓
口
の
設
置
、
客
観
的

な
判
断
に
基
づ
く
指
導
・

裁
定
が
で
き
る
協
議
の
場

の
設
置
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

総
務
部
長

人
事
担
当
部

署
へ
の
通
報
、
自
己
申
告

で
対
応
し
て
い
る
。

職
場
の
良
好
な
コ
ミ
ニ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
策
定

し
て
い
な
い
。

問

第
四
小
学
校
は
統
合

に
よ
っ
て
湯
田
川
、
田
川

に
学
区
が
拡
大
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
ふ
る
里
の
事
を

学
ぶ
校
外
授
業
の
拡
充
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

鶴
岡
市
が
合
併
で
広
く

な
っ
た
こ
と
も
含
め
自
分

の
市
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

も
大
事
に
な
っ
て
い
る
。

多
彩
な
地
域
学
習
の
た

め
に
校
外
授
業
の
拡
大
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
拡

大
・
改
善
が
求
め
ら
れ
る

が
。

教
育
部
長

地
域
学
習
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
旧

市
町
村
毎
に
運
用
。

旧
鶴
岡
市
は
学
年
毎
に

年
一
回
の
使
用
だ
が
統
合

し
た
学
校
は
今
年
か
ら
２

回
に
し
た
。

旧
鶴
岡
地
区
か
ら
は
地

域
学
習
拡
大
の
要
望
も
あ

り
重
要
と
考
え
る
が
バ
ス

運
行
の
財
政
的
課
題
等
も

あ
る
。
市
全
体
で
将
来
に

向
け
有
効
な
方
策
を
考
え

た
い
。

朝
四
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
強
風
対
策
を

加
藤

第
四
小
学
校
は
グ

ラ
ン
ド
の
強
風
に
よ
り
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
駐
車
場

や
道
路
上
に
転
が
り
危
険

だ
と
い
う
声
が
あ
る
。
風

対
策
や
危
険
な
状
況
を
防

止
す
る
対
策
を
取
っ
て
ほ

し
い
が
。

教
育
部
長

風
の
強
い
場

所
で
児
童
が
危
険
と
い
う

声
も
あ
り
、
改
善
策
を
取

り
た
い
。

消
防
職
員
の
惨
事
ス
ト
レ
ス
等
の
対
応
を

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
は

校
外
授
業
の
拡
大
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
改
善
を



農
業
団
体
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
３
件
の
請
願
が
、

日
の
市
議
会
産
業
建
設

12常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

「
農
協
・
農
業
委
員
会
つ

ぶ
し
許
さ
な
い
」
は
全

員
反
対

県
農
協
労
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
「
農
協
改
革
を
は

じ
め
と
し
た
農
業
改
革
に

関
す
る
請
願
」
は
、
協
同

組
合
原
則
を
踏
み
に
じ
る

農
協
法
改
悪
や
、
農
業
委

員
会
の
公
選
制
廃
止
や
企

業
の
農
地
取
得
の
道
を
さ

ら
に
広
げ
る
農
地
法
改
悪

は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
も

の
で
す
。

反
対
討
論
で
五
十
嵐
一

彦
議
員
（
新
政
ク
）
は
「
小

規
模
農
家
の
保
護
は
専
業

農
家
の
意
欲
を
削
ぐ
も

の
」
「
農
政
改
革
に
ブ
レ

ー
キ
を
踏
む
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
、
全
員
反
対

で
不
採
択
に
な
り
ま
し

た
。
（
現
在
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
は
日
本
共

産
党
の
議
員
が
い
ま
せ

ん
。）

「
米
価
下
落
対
策
」
は

反
対
多
数
で
不
採
択

庄
内
農
民
連
か
ら
出
さ

れ
て
い
た
「
米
価
下
落
対

策
を
求
め
る
請
願
」で
は
、

政
府
に
対
し
米
価
下
落
の

要
因
で
あ
る
過
剰
米
の
市

場
隔
離
や
、
米
直
接
払
い

交
付
金
の
半
減
措
置
の
撤

回
、
米
の
需
給
と
価
格
の

安
定
に
責
任
を
持
つ
米
政

策
へ
の
転
換
を
求
め
て
い

ま
す
。

本
間
信
一
議
員
（
新
政

ク
）
が
反
対
討
論
で
「
米

価
下
落
は
底
を
つ
き
、
価

格
が
上
昇
傾
向
だ
」
「
出

口
対
策
は
必
要
が
な
い
」

と
述
べ
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
国
会
決
議
順

守
」
は
採
択

同
じ
く
庄
内
農
民
連
か

ら
出
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
関
す
る
請
願
」
は
、

「
農
林
水
産
分
野
の
重
要

５
品
目
な
ど
の
聖
域
が
確

保
で
き
な
い
場
合
は
脱
退

も
辞
さ
な
い
」
と
し
た
国

会
決
議
の
順
守
を
強
く
求

め
る
も
の
で
す
。

審
査
の
中
で
議
員
か

ら
、
「
３
月
議
会
で
も
同

様
の
請
願
が
出
さ
れ
採
択

さ
れ
、
意
見
書
が
出
さ
れ

た
。
休
憩
し
て
、
取
り
扱

い
を
整
理
す
べ
き
」
と
な

り
、
そ
の
中
で
、
「
同
じ

も
の
を
出
す
の
は
い
か
が

な
も
の
か
」
「
前
回
と
何

が
違
う
の
か
」
「
請
願
者

が
取
り
下
げ
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
紹
介
議

員
の
菅
井
巌
議
員
は
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
が
緊
迫

し
て
い
る
か
ら
請
願
し
て

い
る
も
の
だ
」
「
請
願
者

の
権
利
を
無
視
す
る
も
の

だ
」
と
断
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
前
回
同

様
に
意
見
書
を
上
げ
る
べ

き
」
と
調
整
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。請

願
の
本
会
議
審
議
は

日(

金)

に
行
わ
れ
ま

19す
。

２０１５核兵器廃絶を求める年国民平和大行進。北海道から
東京まで通し行進者の竹田昭彦さん（右端）を先頭に、３日
間鶴岡田川地区を行進しました。リレー旗は８月の原水爆
禁止世界大会に引き継がれます。

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月11日入札分

・越沢１号線舗装改良工事（越沢地内）
(株)アツケン 3,400,000円（3,429,000円）工期～9/10（落札率99.2％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月11日入札分

・市道下田沢大平線上ノ山橋架替工事（下田沢地内）
上野土木建設(株) 7,800,000円（7,849,000円）工期～10/20（落札率99.4％）

藤島庁舎入札結果（ ）内は予定価格
6月4日落札決定保留分

・市藤島地区地域活動センター事務所棟冷暖房設備改修工事
青山工管(株) 20,550,000円（30,970,000円）工期～8/10（落札率66.4％）

れ
な
い
」
と
怒
り
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、
「
止
め
る
の

は
今
！
」
と
実
感
し
た
行

動
で
し
た
。

今
回
の
行
動
は
２
回
目

で
、
支
部
で
は
今
後
も
週

１
回
レ
ッ
ド
ア
ク
シ
ョ
ン

行
動
を
行
う
予
定
で
す
。

（
新
婦
人
鶴
岡
支
部
事
務

局
長

高
橋
史

記
）

新
日
本
婦
人
の
会

鶴
岡
支
部
（
五
十
嵐

み
ど
り
支
部
長
）
は

日
、
鶴
岡
市
内
で

15「
戦
争
法
許
さ
な
い

抗
議
の
レ
ッ
ド
ア
ク

シ
ョ
ン
行
動
」
を
行

い
、

人
が
参
加
し

13

ま
し
た
。

一
同
は
「
戦
争
法

案
許
さ
な
い
！
」
の

の
ぼ
り
旗
、
横
断
幕
、

真
っ
赤
な
Ｔ
シ
ャ
ツ

と
帽
子
を
身
に
着
け

て
沿
道

に
立

ち
、
市
民
の
目

を
引
き
付
け
ま

し
た
。

交
差
点
で
信

号
待
ち
の
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は

「
ガ
ン
バ
レ
！
」

と
激
励
、
買
い

物
帰
り
の
子
ど

も
の
手
を
引
く

女
性
か
ら
は

「
子
ど
も
た
ち

を
戦
争
に
は
や


